
  
 
 

 

 

平成２７年 ７月２３日  

大洲河川国道事務所  

 

国道５６号肱
ひじ

川
かわ

橋
ばし

架
かけ

替
かえ

工事に着手します 
 

～歩道を広くし、地震に強い橋に生まれ変わります～ 
 

 

●大洲河川国道事務所が整備をすすめている国道５６号肱川橋架替について、

平成２７年８月より迂回路の整備工事に着手します。（別紙１、２参照） 

肱川橋の架替は、現在の肱川橋が昭和３６年（１９６１年）に改築され、５

０年以上経過したことによる老朽化や、耐震性能の不足を改善するとともに、

歩道幅員を拡幅することによる歩行者の安全性が向上することを目的として整

備を進めている事業です。 

通行される皆様には、工事中の通行規制等、ご不便、ご迷惑をお掛けします

が、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 
 

 

本施策は、四国圏広域地方計画「No.5 圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェクト」及び

「No.6 防災力向上プロジェクト」の取り組みに該当します。 

 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省 四国地方整備局 大洲河川国道事務所  TEL：0893-24-5185（代） 

副所長（道路）  加
か

藤
とう

 邦
くに

寛
ひろ

（内線２０５） 

○工務第二課長   黒
くろ

岩
いわ

 重
しげ

政
まさ

（内線４１１） 

      津島建設監督官  藤
ふじ

本
もと

 和
かず

巳
み

（内線５０３） 

     

○：主な問い合わせ先 

 



別紙１

国道５６号肱
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川
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橋
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架
か け

替
か え

の事業概要について

　国道５６号は第１次緊急輸送道路として位置づけられた重要な道路であり、肱川橋は肱川両岸の
中心市街地を結ぶ重要な橋梁です。
　肱川橋の架替は、初代の肱川橋が大正２年（１９１３年）に完成後、昭和３６年（１９６１年）
に現在の肱川橋に改築され、５０年以上経過したことによる老朽化や、耐震性能の不足を改善する
とともに、歩道幅員を拡幅することによる歩行者の安全性の向上を目的としています。

■新しい肱川橋のイメージ　■

■　新しい肱川橋の幅員構成　■■　現在の肱川橋の幅員構成　■

上流側から下流方向を臨む

0.4m 1.75m 1.75m 0.4m
12.8m

1.0m 3.25m 3.25m 1.0m



別紙２

■迂回路への切替え（平成２８年夏頃）

■新しい橋梁の架替工事期間中

■新しい肱川橋の完成
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工事の施工手順について
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